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X線天文衛星代替機XARMに搭載されるResolveは、50 mKの極低温で動作する 6×6のマイクロカロリメータ
と焦点距離 5.6 mの多重薄板X線望遠鏡で構成され、日米欧で開発を進めている。日本では、液体Heデュワ周辺
の設計変更箇所の確定を進めつつ、He排気系のKnife Edge Deviceなど一部の FM品の製作を開始した。特に、
冷凍機とドライバ間接続の見直しによる単一故障点の回避や、衛星内清浄度・分子コンタミネーション・軌道上デ
ブリを総合的に考慮したゲートバルブへの要求の見直し、等を行った。NASA担当のマイクロカロリメータ、断
熱消磁冷凍機、制御エレキについては昨年より FM製作を開始しており、FMセンサの評価においては、単体で
「ひとみ」と同等の性能 (∆E = 3.6–4.8 eV) が得られている。この講演では Resolveの開発の現状を報告する。


